
令和６年度第１回龍ケ崎市行政不服審査会会議録 

 

１ 招集日時      令和６年５月２０日（月） 午後３時００分 

２ 招集場所      龍ケ崎市役所附属棟 1階 第２会議室 

３ 出席委員      小菅委員、西島委員、信野委員 

４ 付議事件      別紙のとおり 

５ 開会時刻      午後２時５５分 

６ 閉会時刻      午後３時２５分 

７ 本委員会の事務局  大貫勝彦総務部長、藤平浩貴人事行政課課長、 

小林祐子人事行政課課長補佐 

 

１ 開会 

   司会（藤平）  本日はご多忙の中、ご出席をいただきまして、ありがとうござい

ます。 

定刻前ではございますが、皆様お集りですので、ただいまから、

第１回龍ケ崎市行政不服審査会を開催させていただきます。 

本日司会を務めます人事行政課の藤平と申します。 

 

２ 委嘱状交付 

            

３ 市長あいさつ 

   萩原 市長   委員の皆様、改めまして、市長の萩原でございます。 

本日は、龍ケ崎市行政不服審査会の令和六年第一回の会議にお忙

しい中、お集まりをいただきまして、ありがとうございます。 

           詳細については、この後、事務局から説明がありますが、龍ケ崎

市行政不服審査会は、行政不服審査法に基づく審査請求が市長に対

してなされたときに、審査庁である市長からの諮問を受けて、裁決

の客観性や公正性を高めるため、第三者の立場から、審理員が行っ

た審理手続の適正性や審査庁の判断の適否を審査する機関でありま

す。 

したがって、この審査請求があった際には、この委員会において、

調査および審議をしていただくことになりますので、専門的なお立

場から忌憚のないご意見、またご指導を賜りますようにお願いを申

し上げ、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。 

 

   司会（藤平）  萩原市長は次の公務が入っておりますので、ここで退出させてい 

ただきます。 

 

４ 委員及び事務局の紹介 



   司会（藤平）  委員及び事務局の紹介を行う。 

 

５ 会長・副会長の選出 

   司会（藤平）  それでは、会長・副会長の選出に移りたいと思います。 

           会議の議長は、会長が務めることとされておりますが、新しい会

長が選出されるまでの間、前会長の小菅委員に仮議長をお願いした

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ご異議ございませんので、小菅委員に仮議長をお願いいたします。 

 

   小菅仮議長   それでは、ご指名ですので、仮議長を務めたいと思います。 

次第の５番目であります、会長の選出を行います。どなたかご推

薦等はございませんか。 

（立候補（推薦）なし） 

特にご意見等がなければ、事務局から何か提案はありませんか。 

 

事務局（藤平） よろしければ、前任期から引き続き、小菅委員に会長をお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

小菅仮議長   ただいま事務局から私に会長をとのお話をいただきましたが、こ

れについて何かご意見等はございますか。 

 

   西島委員    先生（小菅委員）、お願いいたします。 

          

  

小菅議長    それでは、異議がないようですので、会長を引き受けたいと思い

ます。改めてよろしくお願いします。 

次第に従いまして、続いて副会長の選出を行います。 

副会長につきましても委員の互選によるとなっております。立候

補される方がいなければ、事務局に何か案がないか聞いてみたいと

思いますが、どなたか立候補される方はいませんか。             

（立候補者等なし） 

どなたも立候補されないようですので、事務局に意見を聞こうと

思います。何か案はありますか。 

              

事務局（藤平） はい、副会長は継続して委員をお務めいただく西島委員にお願い

したいと考えますがいかがでしょうか。 

 

   小菅議長    ただ今、事務局から提案がありましたが、いかがでしょうか。 

           （異議なし） 



 

小菅議長    異議なしと認めます。副会長は、西島委員にお願いすることとな

りました。よろしくお願いします。 

           会長、副会長の選出が終わりましたので、次第の６番目、「行政不

服申立制度及び行政不服審査会について」に移ります。それでは、

事務局から説明をお願いします。 

    

 ６ 行政不服申立制度及び行政不服審査会について 

   事務局（小林） 改めまして人事行政課の小林と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

継続された委員の方は、既にご承知の内容とは思いますが、新し

い委員の方がいらっしゃいますので、簡単にお話しさせていただき

ます。 

お手元の資料「行政不服申立制度及び行政不服審査会について」

に基づいて、ご説明させていただきます。参考資料として「行政不

服審査法」及び「龍ケ崎市行政不服審査に関する条例」の抜粋をお

配りしておりますが、そちらについては、のちほどごゆっくりご覧

いただければと思います。 

最初に「行政不服申立制度」についてご説明させていただきます。

資料の１ページをご覧ください。 

大きな１ 「不服申立て制度について」 です。 

まず１の 「不服申立て」についてです。 

           不服申立てとは、処分を受けた者が処分をした行政庁を指揮監督

する立場にある行政庁に当該処分の取消しを請求するといったよう

に、行政庁の公権力の行使又は不行使に不服がある者が行政庁にそ

の再審査等を求める行為を、一般に行政上の不服申立てといいます。 

行政不服審査法は、この不服申立てに関する制度の手続等を定め

る一般法です。 

続きまして２の 「不服申立て制度の特徴」についてです。 

           不服申立制度は、一般に、行政訴訟と比較すると、次のような特

徴があります。 

 ⑴ 簡易迅速な手続きにより国民の権利利益を救済 

           ⑵ 費用がかからない 

           ⑶ 処分が違法であるか否かにとどまらず、不当であるか否かに

ついても審理することができる。 

 ⑷ 不服申立てを契機として、行政が自ら処分を見直すことで、

行政の適切な運営を確保することができる。 

 の４点です。 

続きまして３ 「不服申立制度の対象」についてです。 

行政不服審査法に基づく不服申立ては、原則として、全ての行政



庁の「処分」及び法令に基づく申請に対する「不作為」とされてい

ます。ただし、行政不服審査法に定める一般的な規定を適用するこ

とになじまない処分等については、対象外とされているほか、処分

の根拠等を定める個々の法律に行政不服審査法に基づく不服申立制

度の対象外とする旨の規定が置かれている場合があります。 

例えば、地方税法第４３２条に規定する「固定資産課税台帳に登

録された価格に対する審査の申出」や個人情報の保護に関する法律

第１０４条に規定する「個人情報の開示決定等に係る審査請求」な

どです。 

２ページ目をご覧ください。 

４ 「不服申立ての種類」です。 

行政不服審査法に基づく不服申立ての原則は「審査請求」です。

ただし、「処分」についての不服申立てに関しては、例外的に、個別

法に特別の定めがある場合には、審査請求の前に処分庁に対して行

う「再調査の請求」や、審査請求の後に更に別の行政庁に対して行

う「再審査請求」をすることができます。 

続きまして５ 「不服申立てを行うことができる者」についてで

す。 

処分についての審査請求は、「行政庁の処分に不服がある者」がす

ることができます。この場合の「不服がある者」とは、行政庁の違

法又は不当な処分により「自己の権利若しくは法律上保護された利

益を侵害された者」又は「必然的に侵害されるおそれがある者」を

いい、「当該処分について審査請求をする法律上の利益がある者」で

す。 

           これは、行政事件訴訟法第９条に定める原告適格を有する者の具

体的範囲と同一となっています。 

続きまして大きな２番「審査請求の流れ」です。 

           こちらにつきましては、４ページをご覧ください。左側の図が「審

査請求の流れ」となっております。詳細な説明は割愛いたしますが、

右上の黄色い矢印①の「処分」から右中程の青い矢印⑨の「裁決」

までの流れは大まかですが、この図のとおりです。 

「行政不服審査会」は、右下の青い矢印⑦の「審査庁からの諮問」

を受けて、「審理員意見書」や「事件記録の写し」を基に調査審議し、

右下緑の矢印⑧の「審査庁への答申」を行います。 

２ページ目に戻っていただいて 

大きな３番 「審査請求の手続に関係する部署」についてです。 

           審査請求の手続に関係する部署について、龍ケ崎市の場合で説明

させていただきます。 

           まず１の 「審査庁」です。 

審査請求を受け、それに対する応答として裁決を行う行政庁で、



龍ケ崎市の審査庁は、原則として「龍ケ崎市長」になります。実務

の上では、審査請求に対する裁決を担当する部署などの職員が、こ

れらの事務を処理しますが、龍ケ崎市の場合は、人事行政課の職員

となります。 

３ページ目をご覧ください。 

２の「審理員」です。 

審理員とは、審理の公正性・透明性を高めるため、審査請求の審

理を行う職員です。審査庁（龍ケ崎市長になります。）は、当該審査

請求に係る処分に直接関係しない所属職員のうちから「審理員」を

指名し、指名した旨を審査請求人及び処分庁に通知します。 

審理員は審理の主宰者となり、審査請求人と市（処分担当課）の

双方の言い分を公平に吟味し、法律上の当不当を判断し、「審理員意

見書」を審査庁に提出します。 

続きまして３の 「行政不服審査会」です。 

行政不服審査会は、審査庁の諮問を受けて、審理員が行った審理

手続の適正性を含め、審査請求についての審査庁の判断の妥当性を

チェックする役割を担います。 

龍ケ崎市では、「龍ケ崎市行政不服審査に関する条例」で「龍ケ崎

市行政不服審査会」を設置しています。委員は３人で、法律や行政

に高い識見を有する者のうちから、市長が委嘱します。また、委員

の任期は２年です。 

行政不服審査会の調査審議は、構成員である委員の方々によって

行われますが、条例において、その事務局機能を担う部署として人

事行政課が規定されており、行政不服審査会における事務の補佐を

することとなっています。  

そして大きな４番 「行政不服審査会の調査審議手続きの流れ」

についてです。 

こちらにつきましては、再び４ページをご覧ください。 

右側の図が「行政不服審査会における調査審議手続の流れ」です。

こちらについても詳細な説明は割愛させていただきますが、図の左

側の黄色の部分が「行政不服審査会」の手続です。 

審査庁から「諮問」を受け付けてから、「答申」を行うまでの流れ

となっております。 

行政不服審査会の調査審議は、３人の委員の合議により行い、答

申書を作成して答申を行います。 

なお、図の点線で囲まれた青字の部分は必要に応じて行うもので

す。例えば、行政不服審査会は、必要があると認める場合には、関

係人に資料の提出を求め、又は必要な調査を行うことができます。 

また、行政不服審査会は、答申をしたときは、答申書の写しを関

係人に送付するとともに、答申の内容を公表します。 



最後に資料には記載はありませんが、龍ケ崎市における審査請求

の状況についてお話させていただきます。 

審査請求の件数は、平成２８年度に１件、平成２９年度に１件と

なっております。平成２８年度に申立てのあったものは、請求の利

益がないものとして「却下」の裁決をしています。「却下」のため、

行政不服審査会に諮問はしておりません。平成２９年度に請求のあ

った固定資産税及び都市計画税賦課決定処分については、行政不服

審査会に諮問し、ご審議いただいておりますが、「棄却」の裁決をし

ております。以後、審査請求はありません。 

ただ、審査請求に関する相談を例年数件受けております。昨年度

も２件の相談を受けておりますが、内容的に行政の処分に当たらな

いものと、処分担当課の制度の丁寧な説明で納得いただいたもので

あったため審査請求には至っておりません。 

私からの説明は以上ですが、速足の説明となってしまいましたの

で、後ほどごゆっくりご確認いただければと思います。 

今後、審査請求があった場合は、慎重なご審議の程よろしくお願

いいたします。 

 

小菅議長    ただいま事務局から説明のありました内容について、ご質問等が

ございましたらお願いします。 

        （質問なし） 

 

小菅議長    他にないようでしたら、本日の委員会の議事等は以上でございま

す。その他で、事務局から連絡事項等がありましたらお願いします。 

７ その他 

事務局（小林） （事務連絡（報酬支払等）） 

 

８ 閉会 

小菅議長    これをもちまして、令和６年第１回龍ケ崎市行政不服審査会を閉

会いたします。皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

            


